
 

1. WG 概要 

(1) 活動方針 
近年インターネットの治安情勢は悪化しつづけ、情報セキュリティに関わる問題は深刻化して

いる。攻撃は、大規模で表面化しやすいものから金銭目的の小規模なものへと変化し、研究・教

育を主たる目的とする会員所属機関においてもサイバー犯罪にまきこまれる可能性がでてきてい

る。 
本 WG では、水際で奮闘するセキュリティ担当者に有用な情報を提供することを目的に、先進的

なセキュリティ対策(攻めのテーマ)と実用的なセキュリティ対策(守りのテーマ)を 2本の柱として

議論を重ねていきたい。また、会員の多くをしめる大学機関においては、部局の自治を尊重しつ

つもセキュリティの質を低下させないマネージメント力が要求されている。本 WG では技術的な

話題に閉じず、組織論などを含むセキュリティマネージメントのノウハウも共有していきたい。 
 

(2) WG メンバー 
   氏名 機関/所属 

担当幹事  長谷川明生* 中京大学 
まとめ役 湯浅富久子 高エネルギー加速器研究機構計算科学センター 
 吉田 和幸 大分大学総合情報処理センター 
 笠原 義晃 九州大学情報基盤研究開発センター 
 武蔵 泰雄 熊本大学総合情報基盤センター 
 只木 進一 佐賀大学総合情報基盤センター 

会 

員 推進委員 

 長谷川明生 中京大学 
まとめ役** 三谷 修 富士通(株)計算科学ソリューション統括部 
まとめ役*** 山田 久仁 富士通(株)計算科学ソリューション統括部[当時] 
 吉田 真和 富士通(株)文教ソリューション統括部 

富 

士 

通 

推進委員 

 須永 知之 (株)富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ 

*推進委員兼務。 **2008 年度の推進委員。***2007 年度の推進委員。 

 

(3) WG 活動経過 
本 WG は、タイムリーな検討と会員へのフィードバックを目指し、2 年間の活動期間を第一

期と第二期に分け、それぞれ 3 つの検討テーマを設定して活動した。各検討テーマは、それぞ

れチーム制とし、同時進行で検討を行った。 
第一期テーマについては、2007 年 11 月 27 日に「第一期成果レポート」としてまとめ、SS

研 Web サイトに掲載した。 
(http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/activity/workinggroup/securitymng/report1.html) 
 
WG 会合の概要を表 1-1 に、検討テーマとメンバーを表 1-2 に示す。 



 

表 1-1  WG 会合の概要 
 日 時 場 所 活動内容 

準備会 
2006 年 10 月 14 日(土) 

14:30～18:00 
九州大学 

・活動メンバーの確認 

・活動内容/成果物の検討 

・活動の進め方の検討 

第 1 回 
2007 年 2 月 7 日(水) 

14:30～17:30 
九州大学 

・活動の進め方の検討 

・活動テーマの検討、整理 

・第一期テーマ：情報交換/意見交換 

第 2 回 
2007 年 6 月 10 日(日) 

13:30～17:10 
九州大学 

・第一期テーマ：キーワードの洗い出し、整理 

・POESY の評価、改善点の検討 

第 3 回 
2007 年 8 月 7 日(火) 

13:30～17:30 
富士通本社 

・第一期テーマ：情報収集、検討、報告書作成 

・POESY の評価、改善点の検討 

第 4 回 
2007 年 11 月 6 日(火) 

13:30～17:45 

富士通 

九州営業本部

・第一期テーマ：報告書作成 

・第一期テーマ：成果フィードバックの検討 

・第二期テーマ：活動の検討 

第 5 回 
2008 年 3 月 12 日(水) 

13:30～17:45 

富士通 

九州営業本部

・第二期テーマ：キーワード洗い出し、整理 

・第二期テーマ：フィードバック(成果物)の検討 

第 6 回 
2008 年 7 月 1 日(火) 

13:30～17:45 

富士通 

九州営業本部
・第二期テーマ：情報収集、検討、報告書作成 

第 7 回 
2008 年 9 月 8 日(月) 

13:30～17:30 

富士通 

九州営業本部

・全体テーマの整理 

・第二期テーマ：情報収集、検討、報告書作成 

・セキュリティ・アンケートの内容/実施方法の検討

第 8 回 

2008 年 12 月 

11 日(木)15:00～18:30 

12 日(金) 9:00～12:00 

富士通 

湯布院荘 

・第二期テーマ：報告書作成 

・成果報告書の検討 

・成果報告の検討 

・後継 WG の検討 

 
表 1-2  テーマとメンバー 

活動期 テーマ メンバー （*リーダー） 

セキュリティマネージメントのための組織 只木*、FJ 吉田 

Spam 対策 吉田*、笠原、長谷川 第一期 

デジタルフォレンジック 武蔵*、湯浅、FJ 山田、SSL 須永 

人間・管理・インシデントハンドリング 長谷川*、湯浅、吉田 

状況認識のためのセキュリティアプライアンス 笠原*、武蔵、SSL 須永 第二期 

エンドポイントのためのセキュリティ対策 FJ 三谷*、只木、FJ 吉田 

 
 
 


